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ちょうどそのとき、なんにんかのひとがきて、ピラトがガリラヤじんのちをかれらのいけにえ

にまぜたことをイエスにつげた。イエスはおこたえになった。「そのがリラヤじんたちがそのよ

うなさいなんにあったのは、ほかのどのガリラヤじんよりもつみぶかいものたったからだとお

もうのか。けっしてそうではない。いっておくがあなたがたもくいあらためなければ、みなお

なじようにほろびる。また、シロアムのとうがたおれてしんだあの１８にんは、エルサレムに

すんでいたほかのどのひとびとよりも、つみぶかいものだったとおもうのか。けっしてそうで

はない。いっておくが、あなたがたもくいあらためなければ、みなおなじようにほろびる。」 

そして、イエスはつぎのたとえをはなされた。 

「あるひとがぶどうえんにいちじくのきをうえておき、みをさがしにきたがみつからなかった。

そこで、えんていにいった。「もう３ねんものあいだ、このいちじくのきにみをさがしにきてい

るのに、みつけたためしがない。だからきりたおせ。なぜ、とちをふさがせておくのか。」えん

ていはこたえた。『ごしゅじんさま、ことしもこのままにしておいてください。きのまわりをほ

って、こやしをやってみます。そうすれば、らいねんはみがなるかもしれません。もしそれで

もだめなら、きりたおしてください。』」 

きょうのふくいんはすこしむずかしいですね。かんたんにいうと、ガリラヤじんのなんに

んものひとがなくなったことにたいして、そのひとたちはばつをうけたからと、あるひと

たちはおもっていましたので、イエスさまは「そうではない」とおいしえてくださった。

そして、みんなはまいにちのいきかたのなかで、わるいことしたときや、しっぱいをした

ときに、なおしなさいと（かいしん、くいあらため）おしえてｋぅださいました。たとえ

をもってせつめいをしてくださった。 

ぶどうえんにうえられていたいちじくのきがみをみのらせなかったので、そのみがなるの

を、３ねんかんまっていたがもうとちがむだですので、おにわのせわをしていたひと（え

んてい）にそのきをきるようにといいました。そして、えんていは、もう一ねんだけまっ

てくださいとねがって、いっしょうけんめいにみがなるようにおせわをしました。 

イエスさまは、このたとえをとうして、わたしたちをよびかけてくださっています。かみ

さまは、わたしたちをずっとまっていてくださっています。 

わたしたちは、まいにちのいきかたが、イエスさまがのぞんでおられるいきかたかどうか、

しじゅんせつのあいだにとくべつにかんがえてほしい。たとえば、もしぼく、わたしがじ

ぶんのことだけしかかんがえないで、かぞくやがっこうのおともだち、まわりのひとに、

いやなおもいをさせたり、こころをきずつけたり、だましたりしたならば、それはあいて

のひとだけでなく、みんなのおとうさまであるかみさまをかなしませることになります。 

 



わたしたちはかみさまのこころを、ときどきわすれてしまい、じぶんのことだけばかり

かんがえてまいにちすごしてしまいます。でもかみさまはわたしたちのことをわすれませ

ん。ずっとわたしたちがやりなおすことをまってくださっています。かみさまのこころは

とてもひろいので、みならっていきましょうね。そしてやりなおすまえに、かみさまとき

ずつけたひとたちに「ごめんなさい」といいましょうね。 

きょうのミサのいのりから 

かみよ、わたしたちのこころがあなたからはなれてしまうとき、あなたはひとりごイエス

をとおしてわたしたちをよびもどしてくださいます。 

ぬりえ 

ごしゅじんさまことしもこのままにしておいてください 

おなじかずのみがついたきが

２つあります。さがしてみまし

ょう。 


